
日時： 2020年2月28日（土）9：00～15:00

参加： 会津エリ子、後藤悦子、福田英雄、大石忠秀、葛西直子、工藤まゆみ（体験参加）

【体験参加】        体験参加の工藤さん（左）と会津さん

今回体験参加された工藤まゆみさんです。

当会のホームページを見て問合せ頂きました。
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　４年ぶりに迎える２月29日の土曜日、2020年初の例会は梵珠山登

山となった。朝から申し分のない晴天、風もなく絶好の山行日和に恵まれ

る。新型コロナウイルス危機で大騒ぎの世間だが、免疫力バッチリな面々

がビジターセンター駐車場に集合。体験参加で、初めましての工藤まゆみ

さんも現地で合流に成功する。

青空に映える岩木山の雄大な姿

   雄大な岩木山と葛西さん、後藤さん

積雪期でなければ歩けない斜面を登る

　下山後は「花岡プラザ」まで足をのばし、温泉で温まる。シャンプーとボ

ディソープが備え付けでありながら入浴料360円は嬉しい。湯冷めがしにく

いいいお湯だった。湯上りには、福田リーダーが事前に予約してくれていた

休憩室でランチタイム。リーダー特製のカボチャ、小豆とひっつみが入った熱

い汁物「福田鍋」をご馳走になる。会津さんお手製、赤カブの漬物も味わ

う。どれも美味しく頂戴いたしました、気遣いありがとうございます。施設の

張り出しで翌３月１日から２週間、新型ウイルス対策で風呂以外の施

設が使用禁止になると知る。１日遅かった場合のことを思うとまたまたラッ

キーだった。          　　　 　　　　　レポートｂｙ葛西直子

　下りはマンガンコース。夏道ではない急斜面のフカフカ雪の藪こぎも楽し

い。道中の陸奥湾展望所からは青森市街、東岳や野内のオイルタンクま

でクリアに見渡すことができた。木製の標識の上には毎年姿を現すという

「雪だるま君」が載っていた。各ビュースポットでみるべきものが今日は全部

見ることができた。コース最後では巨大な倒木に登山道を遮られる。倒木

の下がトンネルになっていたため、屈んでくぐる。少雪でも強烈な崩れ方を

していたのには驚いた。下り所要45分、山行計画書どおりの時間配分で

12時前には無事ゴール。結局最後まで装備を使うことなくつぼ足で往復

することができ、ストレスなしで助かった。県立自然ふれあいセンターのホー

ムページでは、マルバマンサクが開花したとあったが残念ながら出会えなかっ

た。

　登りはサワグルミコース。１月８日に同コース７合目付近で出没したと

いうクマ目撃情報の看板を見ながら９時15分、身支度を整え出発。新

しく積もった雪もさほどの量ではなく、様子をみながらワカンなり装備しようと

いうことで、先頭のリーダー福田さん以外は全員つぼ足。積雪期でなけれ

ば歩けない斜面をリーダーのコース選びに追随し、攻めの登りで歩き始め

る。雪は例年よりかなり少ないという。きれいに一直線で歩くカモシカの足

跡を見つけ、モデルウオーキングのようだと笑いながらゆっくりと進む。途中の

岩木山展望所では、スケスケの枝を通してこの時期ならではの視界が開

け、青空に映える岩木山の雄大な姿に感動。

　約１時間半で山頂にたどり着く。早速ファミリーの善男善女が梵珠七観

音をお参り。たくさんの登山者に行き合い賑やかだった。松倉神社か笹山

方面へ向かうパーティもいた。証拠写真の撮影をしながら、湯が沸くのを

待って「喫茶大石」がオープン。ゆっくりコーヒーを楽しんだ後10時56分、

下山開始。

ご主人と時々県内の山、時には県外の山を楽しんでいるとのことです。

 風もなく絶好の山行日和に恵まれる



頂上から青森市街、東岳や野内のオイルタンクまでクリアに見渡すことができた

下山後は「花岡プラザ」の温泉と「福田鍋」で温まる。

１．日　時 ： 3月28日（土）　6：30～17：00解散

２．集　合 ： 高速青森インター駐車場

３．移　動 ： レンタカー

４．会　費 ： 3,500円（8人参加の場合）

５．締　切　 ： 3月21日（土）

６．申　込　 ： 白戸三和子さん　電話・FAX742-0360

： 電話での申込みは17時までにして下さい

７．その他 ： スノーシューとお風呂グッズの準備

： 姫神スパにて入浴

【当会のホームページについて】

①アドレス直接入力の場合　　 ⇒　http://aomorifhc.wp.xdomain.jp/

②インターネット検索の場合　　⇒　「青森ファミリーハイキング」と入力

※例会報告の履歴を掲載しています。ニュースは印刷可能です。

盛岡市の郊外にゆるやかな錘状の優美な姿でそびえる姫神山は、古

来から信仰の山として親しまれてきました。山全体が花崗岩からなり、

山麓は樹林帯ですが山頂に近くなるにつれ大きな花崗岩が積み重なる

景観へと変化します。

この、岩手山・早池峰山・姫神山の三山が北奥羽三霊山であり、かつ

ては山岳信仰の中心でした。

コマネチポーズの直子さん 「喫茶大石」がオープン。ゆっくりコーヒー楽しむ

木製標識の上に「雪だるま君」

　3月例会案内　「 姫神山 」　 盛岡市　1,124m　　　　　　担当：福田　英雄

　　　梵珠七観音にお参り


